
津波被災地では、復興計画（第一次）に基づき、共

同墓地の整備、防災集団移転、津波被災地域の土地利同墓地 整備 防災集団移転 津波被災地域 土地利

用、請戸漁港の復旧などの取り組みが、復興まちづく

りと一体的に進められています。詳しくは「浪江町復

興計画（第一次）」および「復興まちづくり計画」を

ご覧ください（浪江町役場ウェブサイトからもダウン

ロードできます）。

●共同墓地の整備……平成26年度中の完成を目指します。

●防災集団移転……高台への移転を進め、移転先で宅

地造成や復興公営住宅を整備します。住宅等の建築物

を制限する「災害危険区域」の指定は本年２月に告示

されました。今後、集団的移転を促進するための移転

促進区域の設定を行います。

●津波被災地域の土地利用……海岸堤防から約200メー

トルの範囲は、福島県が海岸防災林の整備を予定し

ています。請戸漁港の後背地は水産業施設用地の確

保を検討します。浜街道（県道391号広野小高線）

の東側には、災害廃棄物仮置場と仮設処理施設を設

置し、平成26年度中に保管・処理を始めます（処理

終了後これら施設は解体され、跡地には災害記念公

園などの整備を進めます）。浜街道西側の農地では太

陽光発電事業を優先的に検討します。

●請戸漁港……昨年度から防波堤の復旧工事に着手し

たほか、漁港施設の原型復旧は平成27年度中の完了

を目指しています。

津波被災地の将来
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　３月11日、浪江町高瀬の如水典礼さくらホールに

て、東日本大震災３周年追悼式・慰霊祭が行われま

した。昨年までの追悼式は二本松市内で行われてい

ましたが、昨年４月に避難区域が見直され、居住制

限／避難指示解除準備の両区域で日中の出入りが自

由になったことから、今回初めて町内での実施となっ

たものです。

　追悼式では馬場有町長および来賓の方々が追悼の

辞を、また遺族代表として本居春江さんがお言葉を

述べられました。遺族や来賓ら約180人が出席して

震災の犠牲者の冥福を祈りました。

また同日は 震災から３年の節目を迎えるにあたり　また同日は、震災から３年の節目を迎えるにあたり、

町としての行方不明者一斉捜索も実施されました。

請戸・棚塩・中浜の３カ所における捜索には、遺族

や関係者、議員、町職員、消防団員など約や関係者 議員 町職員 消防団員など約160160名が名が

参加しました。
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追悼式・行方不明者一斉捜索

あらためて振り返る、
浪江町の地震・津波被害
　東日本大震災で浪江町は、震度６強の揺れに続き、

1515ｍを超える津波に襲われ 約６平方キロメートｍを超える津波に襲われ、約６平方キロメート

ルにわたって浸水しました。

　棚塩、請戸、中浜、両竹、さらに北幾世橋、幾

世橋の一部にかかる浸水地域には、約世橋の 部にかかる浸水地域には 約600600世帯世帯

2,000人余が暮らしていました。地震と津波によ

る死者は149名（うち津波148名）、さらに33名が

今もなお行方不明であり、流出家屋は約今もなお行方 あ 流出家屋 約600戸と

なっています。
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